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目的： 

伝染性軟属腫のリスク要因は水泳、アトピー性皮膚炎、フィラグリン遺伝子変異と考えられている。しかし伝染性軟属腫とフィラグ

リン遺伝子変異との関連は、その研究が乏しいため、臨床的な特徴を含めた伝染性軟属腫とフィラグリン遺伝子変異の関連を明

らかにすることを目的とした。 

 

方法： 

エコチル山梨追加調査（8 歳時）に参加した 2036 名の子どものデータを解析した。伝染性軟属腫とフィラグリン遺伝子変異の関

連を多変量ロジスティック解析で解析した。 

 

結果： 

フィラグリン遺伝子変異は 8.3％であり、8 歳時の伝染性軟属腫の累積発生率は 47.1％であった。フィラグリン遺伝子変異は伝染

性軟属腫の有意なリスクであった。フィラグリン遺伝子変異は、伝染性軟属腫の初診時の数や罹患期間とは有意な違いがなかっ

た。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

今回の研究の強みは、初めて臨床的な特徴を含めた伝染性軟属腫とフィラグリン遺伝子変異の関連を明らかにしたことである。

一方、伝染性軟属腫の罹患や罹患期間が養育者の報告であることなどが、本研究の限界である。 

 

結論： 

フィラグリン遺伝子変異は伝染性軟属腫の有意なリスクであった。フィラグリン遺伝子変異は、伝染性軟属腫の初診時の数や治

癒までの期間とは有意な違いがなかった。 


